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６月例会


参加者


の感想











 ◆◆・もったいないほど良い会でした。具体的で・・・。もっと多くのひとにきいてもらいたいですね。よい勉強になりました。   （無記名）


◆◆・相模原基地一部返還が有償という話をきいてびっくりしました。理論的に言えることは、占領されたとき所有権は米国側に移っていたということでしょうか。米兵が来た時入国手続き不要という話につながります。   （無記名）


◆◆・米軍基地の返還が有償というのは驚きました。思いやり予算もそうですが、こういう見えない所で一体どれだけのお金が使われているのか。勉強になりました。基地のある町の苦しみをもっと知るべきだと思いました。


          （長尾敏弘）


◆◆・基地のある本土のそれも近くの町のことをよく知らずに来たことを痛感しました。横須賀の報告については意外なことも聞きました。戦後すぐの頃住んでいたことのある人が、基地のおかげで停電を知らなかったと話していたことを思い出しました。


          （由井悌子）


◆◆・～反対だけでなく、安全・安心の運動は新しさを感じました。   


              （高畠）


◆◆・日本は実際には植民地なのだと実感しました。じわじわと迫ってくる危険に消極的でいると大変なことになります。消費税を上げることが当然のように宣伝されていますが、まず米軍への思いやり予算を削ること、そして国民のためにもなっていない軍備を減らすことが急務です。このことで国民運動ができればいいのですが。   （関口暢子）


◆◆・基地だらけは知っていたが、その近くに住んでいる人たちがどんなに困っているか、また、政治的に保守が強い中での運動は大変なのだということがわかった。これからも追及していきたい米軍基地問題、しつこく勉強していきたい。    （田邉浩子）


◆◆・沖縄を皮切りに基地についての学習を沢山しました。で、思うこと：肝心の政府がこんな体たらく、「どうすりゃいいの」。地元の方だけに苦労させており、申し訳ないと思います。国民全体がもっと基地に関心を示し、本気で問題にしなければ。調布の飛行場問題にもつながっています。  （鵜澤希伊子）


◆◆・相模原・横須賀の人が一生懸命反対運動に取り組んでいる様子がよくわかりました。


一人の市民としてこれからの運動にかげながら協力していきたいと思います。    （古田）


◆◆・写真パネルやDVDを駆使しての説明は、現地へなかなか行けない者にとって、ありがたかった。直接請求の受任者数の多さに感銘を受けています。


　　　　（むらき数子）

















2008年7月以降の活動計画


● ７月２４日（木）18:30～　第36回例会


ジェンダーの視点からみた日本国憲法


　　於:あくろす３階「研修室」


　　問題提起：石川康子さん（多摩女性学研究会）


● ８月２４日(日)～２５日(月) 第37回例会


08夏期合宿　於:大学セミナーハウス


　　読売新聞の世論調査で初めて改憲反対が賛成を


　　上回った状況のなかで運動をどうすすめるか！


　　小森陽一さん(｢九条の会｣事務局長)が講演


● ９月２４日（水） 第38回例会


映画「シッコ」上映会 於:くすのきホール


● １０月～１１月　第39回～第40回例会


　　検討中。ご意見を！


● １２月１３日（土）　第41回例会


４周年記念集会


　　於:たづくり12F「大会議室」











�


横須賀・相模原からのナマナマしい報告に


米軍基地への怒りと警戒を新たにしました





　五月の「九条世界会議」の実行委員として活躍した高部優子さんと笹本潤さんが、コスタリカの弁護士カルロス・バルガスさんの元へ勉強に行っていますが、早速お便りがきました。


　時差ボケも治らないうちから、図書館に缶詰めで分厚い英語の本を何冊も読まされ、夜はそれについてバルガスさんに報告して講義を受ける毎日。バルガスさんの狙いはどうやら二人に勉強させてアジアにない人権裁判所を作らせることらしいとか。続報にご期待ください。


　　　　　（石川）











